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海外情報

ブラジル酪農の現状と今後の拡大可能性

調査情報部　米元　健太、伊佐　雅裕

１　はじめに

　世界第６位の生乳生産大国であるブラジルは、近年生乳生産が増加基調で推移しているも
のの、国内需要が旺盛なことや生産コストが主要輸出国と比べて高いことから、現時点では
輸出余力や競争力をほとんど有していない。しかしながら、粗放的な生乳生産が主体であっ
た同国の酪農は、増産を推し進める中で生産性および品質向上に努めており、将来的には乳
製品輸出国に加わってくる可能性がある。

【要約】

ブラジルでは、2000年代以降、世界の食

糧供給基地としての存在感を増し続けてい

る。同国の食料生産における過去の成長スピ

ードを振り返ると、大豆やトウモロコシ、鶏

肉などは2000年代以降、他国を凌駕する勢

いで飛躍的な増産を成し遂げ、現在では国際

市場で欠かせない地位を確立している（表１、

図１）。しかしながら、乳製品市場における

これまでの輸出実績は限定的で、現在のとこ

ろ純輸入国に位置付けられる。この背景には、

２億人を超える人口を抱える中、ヨーロッパ

系移民の食文化が広く根付いていて牛乳・乳

製品消費が旺盛なことが挙げられ、生乳生産

は増加基調にあるものの、現時点では国内需

要を満たすまでにはわずかに至っていない。

表１　ブラジルの主要農畜産物の生産量と輸出量の国際的な位置付け

資料：米国農務省海外農業局（USDA／FAS）、ブラジル農牧食糧供給省（MAPA）
注１：数値は暫定値（食肉：2017年４月、牛乳・乳製品：2016年12月、大豆・トウモロコシ：2017年４月）。
　２：牛肉・豚肉は枝肉重量換算、鶏肉は可食処理換算、牛乳・乳製品は生乳換算。
　３：USDAが公表しているブラジルの生乳生産量は、MAPAが公表している生乳出荷量に類似している。
　４：牛乳・乳製品輸出量の輸出量のみ、MAPAの資料を用いているので、シェアや順位は不明。

区分 期間 生産量
（千トン）

輸出量
（千トン）世界シェア 順位 世界シェア 順位

牛肉

2016年

9,284 15.4% ２位 1,698 18.0% ２位
豚肉 3,700 3.4% ４位 832 10.0% ４位
鶏肉 12,910 14.6% ２位 3,889 36.4% １位
牛乳・乳製品 22,726 4.6% 6位 353
大豆

2016/17年度 （３月～翌２月）
111,000 32.1% ２位 61,900 43.2% 1位

トウモロコシ 93,500 8.9% 3位 22,500 15.5% 3位
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こうした中、当機構は、2017年３月に現

地調査を行ったことから、本稿では、将来的

な乳製品輸出国としての潜在能力は注目に値

するものの、実態がさほど知られていないブ

ラジルの酪農・乳業について体系的に整理し

た上で、課題や見通しなどを報告する。

なお、文中の為替レートは１米ドル＝ 

112円（2017年 ５ 月 末TTS相 場111.96

円）、１ブラジルレアル＝ 35円（同34.52円）

を使用した。

２　酪農の概況

（１）品種

ブラジルは、日本の22.5倍の広大な国土

を有しており、様々な気候帯が存在する。南

部3州は、温帯に属しているため、ホルスタ

イン種の飼養が可能であるものの、その他の

地域の大半は、熱帯や亜熱帯気候などに属す

ため、牛には基本的に暑さとダニなどに耐え

得る適性が必要となる（図２）。

乳用牛の品種改良が本格的に始まったの

は、NESTLE社など外国資本の大手乳業メ

ーカーが進出し始めた1960年代とされる

が、当時はギルやグゼラといったゼブー系の

純粋種の改良が中心で、生産性の向上は思い

通りに進まなかった。しかしながら、1978

～ 1988年にかけて、官民連携の下、粗放的

な放牧飼育でも一定以上の生産性を保つ乳用

牛の改良に取り組んだ結果、ギルとホルスタ

インの交雑が最も適していることが判明し、

ブラジル発祥の品種ジロランド（ギルランド

とも呼ばれるが、現地ではジロランドと発音

されている）が誕生した（表２）。

図１　ブラジルの主要農畜産物輸出量の推移
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資料：USDA/FAS
注１：トウモロコシ・大豆は３月～翌２月。鶏肉・牛肉は暦年。
　２：鶏肉は可食処理換算、牛肉は枝肉重量換算。
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資料：機構作成
　注：赤線は、赤道を表す。

写真１　左からギル、グゼラ、ジロランド

図２　ブラジルの行政区分

表２　ジロランドの能力と特性

資料：ジロランド協会が発表している2015年の数値を基に機構作成
　注：抽出農場のデータであるため、粗放的な飼養管理下よりも生産性は高い。

数値 備考

年間泌乳能力 4,665キログラム 補助飼料を一部給与されている牛を含む

平均泌乳期間 275日／年 近年、270～ 280日で推移

平均初産月齢 35カ月齢 25カ月齢の牛も存在

平均分娩間隔 435日 近年、短縮化傾向

平均供用（産次）回数 3.5産程度 ホルスタインなど温帯種より長め

乳質の目安 乳脂率3.8％、乳タンパク率3.2％前後

その他 後代検定は1998年にスタート
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ジロランドは、雑種強勢により、熱帯適性

を持ちながら、生産性も比較的高い。ジロラ

ンドは、1996年にブラジル農牧食糧供給省

（MAPA）より正式に品種として認定された

ため、改良研究の歴史が浅いが、品種改良な

どにより生産性も徐々に向上している。現在

では、ブラジルにもっとも適合した乳用牛と

して認識されており、生乳生産の７～８割程

度がジロランドによるとされている。

品種別の飼養割合は公表されていないが、

ブラジルジロランド協会（以下「ジロランド

協会」という）によると、乳用牛の半数以上

がジロランドで、このほか南部を中心にホル

スタインが一定数いるほか、ジャージーやブ

ラウンスイスもわずかに飼養されている。

コラム１：ジロランドの血統管理

　ジロランド協会は、MAPAが1989年にジロランドの普及と改良を目的としたジロランドプロ

グラムをスタートするにあたり、血統登録業務などを委託すべく設立された協会である。ジロラ

ンド協会は、血統評価やデータベース化を通じて、ジロランドの後代検定において根幹を担って

いる。

　本部は、最大の生乳生産州であるミナスジェライス州のウベラバ市にあり、国内数カ所に支部

を有する。収集した個体データ（親牛の登録番号など）を所有するデータベースに登録し、血統

の評価・分析や、写真付きの血統書の発行などを行っている。

　血統登録されたジロランドには、耳標をつける必要がある。耳標番号は、数字４桁とアルファ

ベット１～３桁（A～ZZZ）の組み合わせである。血統登録は、任意であり、現在までに161

万頭が登録されている。

　ジロランド協会は、会員からの年会費（規模に関係なく年間一律700レアル（２万4500円））

のほか、血統登録サービスなどの収入を元に活動しており、国からの補助金は交付されていない。

2014年以降は、ジロランドの国際化を推進しており、中南米諸国やアフリカなどへの輸出の後

押しや技術協力も行っている。なお、種雄牛や人工授精用の精液の販売は行っておらず、Alta 

Genetics社などの民間企業が担っている。

コラム１－写真右　右耳にはジロランド協会
が発行する耳標（左耳は農場内管理番号）

コラム１－写真左　ジロランド協会が発行す
る血統証明書
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（２）飼養管理

乳用牛の飼養管理は、伝統的に粗放的な放

牧飼育が一般的である。政府は1980年代に、

増大する需要を受けて、米国を参考に飼料給

与型の酪農体系への転換を検討したものの、

コスト面から断念した経緯があり、以降、放

牧主体の生産体系が続いている。

現在、濃厚飼料やサイレージなどを給与す

る補助飼料給与型の経営が一部で見られるも

のの、穀物生産が盛んだが土地に制約のある

南部のほか、複合経営や資金力のある農家が

さらなる泌乳量向上を図る場合に多く、全体

から見ると少数派である。また、雨季は放牧、

乾季は牛舎で飼養する者もいるが、生産性は

高くなるものの多額の資金が必要となるた

め、現状では一部にとどまっている。

ジロランドは、粗放的な放牧のほか、集約

的な穀物管理にも適合している。近年は、地

価が上昇基調で推移する中、耕地面積の拡大

が続き、相対的に草地面積は減少傾向で推移

している。このため、酪農生産現場では、単

　ギルとホルスタインそれぞれの遺伝子を持ち合わせていれば、交雑割合に関係なくジロランド

とみなされる。ただし、ジロランド協会は、ホルスタイン5/8：ギル3/8の交雑割合が地域適性

に優れ、最も生産性が担保されるとみなしている（コラム１－図）。

　ジロランドの外見は、交雑割合が同様でも個体差がかなり大きく、ホルスタインの特徴が強い

場合もあれば、ギル寄りの場合もある。外見の標準化は、これまでの研究では難しいとされ、こ

れからの課題とされている。ジロランドの全ての個体に共通している特徴としては、熱帯種なら

ではの下がった耳の角度が挙げられる。

コラム１－図　ジロランドの交配方法の一例

１代目

雄 雌

４代目
（固定）

３代目

２代目

ホルスタイン
純粋種

ギル
純粋種

ホル3/4
＋

ギル1/4

ホル1/2
＋

ギル1/2

ホル5/8
＋

ギル3/8

ホル5/8
＋

ギル3/8

資料：ジロランド協会
　注：ホルスタイン5/8、ギル3/8の交雑割合に至るには、様々な交配方法がある。
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位面積当たりの収益性を上げるべく、集約的

な飼養管理が拡大傾向にある。ブラジルは広

大な国土を有しているが、耕地面積の拡大や

保全エリアの設定により、草地の確保が難し

くなってきているという悩みがある。

（３）酪農現場の現状

国際酪農連盟（IDF）によると、2015年

のブラジルの酪農家戸数（自家消費も含む）

は、104万2342戸であった。現地聞き取り

では、2007年には140万戸程度であったの

で、戸数は減少傾向で推移している。1戸当

たりの平均乳用牛飼養頭数は、20頭程度（１

日当たり搾乳量200リットル前後）とされ

るが、小規模酪農家の廃業（異業種への転換）

などにより、大規模化が進んでいる。

ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）に

よると、主産地では、平均乳用牛飼養頭数は

80 ～ 100頭程度である。国内の上位10％

の酪農家が、全体の４分の１の乳用牛を飼養

し、３分の１の生乳を生産しているとされ、

同国酪農の成長を牽引している。

酪農コンサルタント会社のMilkpointが毎

年公表する酪農家の年間生乳生産ランキング

によると、ブラジル最大の酪農家の1日当た

りの生乳生産量は6万リットルを超えている

ほか、上位100者は同8000リットルを超え

る水準となっている。

今回の現地調査では、近年拡大しつつある

穀物給与型の集約的な酪農経営であるBoa 

Fe農場（ミナスジェライス州ウベラバ市郊

外）を訪問したので、以下のとおり報告する。

Boa Fe農場は、現社長の父親が1959年

に中国から移り住んで設立した会社（Boa 

Feグループ）の酪農部門で、現在は、①酪

農②農業③食品製造の３部門を有している

（表３）。ブラジルでは大規模かつ先進的な酪

農経営に位置付けられる。搾乳牛を舎飼いで

管理し、濃厚飼料を配合した飼料を給与する

ことで高泌乳量を実現しているが、これによ

り生乳生産の季節性も抑えることが出来てい

る。なお、雌子牛は、カーフハッチで個別管

理し、育成牛や乾乳牛は放牧地で飼養してい

る。

農場が位置するエリアは、年間平均降雨量

が1850ミリメートルと多く、国内では牧畜

に適した気候とされているが、乾季において

は牧草の生育が悪くなるので、トウモロコシ

のサイレージなどの補助飼料を給与してい

る。

写真２　粗放的な放牧酪農の様子

写真３　�大規模酪農場の搾乳風景
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表３　Boa Fe農場の概要（2017年3月訪問時）

資料：聞き取りを基に機構作成

概要 備考

農場面積　
　うち酪農用面積

3,100ha
45ha

内訳は、大豆1250ha、トウモロコシ500ha、サイレージ用トウモ
ロコシ160ha、サトウキビ800ha、ソルガム300haなど
⇒主に外部販売用であるが、一部給与飼料として利用

飼養管理 コンポストバーン
フリーストール

育成・乾乳期間中は放牧
搾乳中はコンポストバーン、フリーバーンの形態で舎飼い

経産牛飼養頭数 380頭 このほか未経産牛420頭を飼養
従業員数 21人 酪農担当のほか、耕地担当など分担性
品種 ジロランド、ホルスタイン 飼養内訳は、ジロランド68.5％、ホルスタイン31.5％
ミルキングパーラー ヘリンボーン 16頭×２列の最大32頭
乳量/日/頭 26リットル前後 １日１頭当たり25～ 28kgの飼料を給与
搾乳回数/日 ３回 ４時、12時、20時に搾乳

生乳の品質
乳脂肪率：3.754％
乳タンパク：3.229％
細菌数：１万以下
体細胞数：24万

搾乳牛の飼料設計：
トウモロコシサイレージ57％、トウモロコシ11.4％、大豆かす
6.5％、綿実かす2.8％、オレンジかす2.8％、ルーメンバイパス大
豆タンパク質2.3％、乾牧草やミネラルなどが残りの17.2％

生乳の出荷先 itambe社 itambe社は国内大手の組合系乳業メーカー

人工授精の有無
100％実施
複数回実施して付か
ない場合は、蒔き牛
で自然交配

人工授精の成功率は、若齢雌牛45～ 50％、経産牛35～ 38％
性判別精液を用いており、95％が雌牛
なお、国内の乳用牛の平均AI実施率は、10％程度

初回分娩月齢 29カ月齢 Boa Fe農場の平均分娩間隔は423日
発情方法 ホルモンを使用 頭数が多いことからホルモンで発情を促し、定時人工授精を実施
強制乾乳の有無 無し 泌乳期間は、270日程度
平均供用回数 3.5回 供用回数の目標は最低３回以上、理想は４回以上

乳房炎発症率
夏：高温多湿のため
４～５％冬：乾季の
ため1.5％前後

特にコンポストバーンは、牛床の温度が高く殺菌作用があるため、
乳房炎の発症率が低減できる

乳牛１頭当たりの純利益 1.3米ドル／日 ブラジル平均は、同1.0米ドル程度
牧草の種類 イネ科：ペレニアルライグラス、バミューダグラス、パリセードグラス

雄子牛 子牛の５％が雄子牛
①１割が品種改良テストに登録
②６割が120キログラムまで育成した後に売却
③残り３割が雄牛として自然交配用に育成

写真４　Boa Fe農場のJonadan Ma氏とフリーストールでの飼養風景
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課題としては、従業員１人当たりの生乳生

産量が年間15万リットルと、欧州（同30万

リットル）や米国（同50万リットル）と比

べて低い水準にとどまっていることが挙げら

れた。これは、同国は労働者の権利が強く休

みを多く確保する必要があり、結果的に従業

員を多く抱えなければならないためだが、将

来的には同25万リットルを目指していると

のことであった。また、育成牛の放牧地は、

強い日照を避けるための日陰を作るべく植林

をする必要があるとのことである。このほか、

乾草の調達コストの低減も課題として挙げら

れるものの、自前で生産できないことから、

引き続き悩ましい問題とのことである。

今後は、搾乳牛飼養頭数を現在の２倍程度

の1000頭まで拡大すべく、コンポストバー

ン牛舎をさらに２棟建設する計画である。

（４）拡大する飼養管理「コンポスト	
バーン」

EMBRAPAによると、コンポストバーン

は、1980年代中ごろ以降、米国やカナダ、

オランダ、イスラエルといった酪農先進国で

定着し、2011年にブラジルでも導入された。

コンポストバーンは、ユーカリやマツのおが

くずまたは落花生の殻といった低コストで調

達できる有機物を敷料として使い、一日2回

20センチ程度を攪
かく

拌
はん

して牛床の適切な発酵

を促す。なお、牛床の発酵を促すために湿度

を下げる必要があり、扇風機を多めに設置す

る。こうして、12 ～ 15カ月程度使われた

牛床は、有機堆肥として直接散布することが

出来る。

現在では、300戸以上の酪農家が同方式

を採用するに至っている。EMBRAPAは

2014年以降、熱帯におけるコンポストバー

ンの有用性に関する研究を進め、避暑性に優

れ、集約的で生産性も向上することを実証し

ているが、建設コストもコンクリートや鉄骨

などの資材を多用するフリーストールの半額

程度で済むことから、今後酪農現場での導入

が増える可能性が高い。

ジロランド協会のLeandro Paiva技術部

長やBoa Fe農場のJonadan Ma氏による

と、コンポストバーンには、フリーストール

よりも乳量や繁殖率が向上する傾向があり、

四肢の問題も少なくなることから、アニマル

ウェルフェアを考慮した生産性の高い飼養管

理とのことであった。

写真５　コンポストバーンの飼養風景

コラム２：人工授精（AI）の普及状況

　今回訪問した精液販売最大手のAlta Genetics社は、本社をカナダに構え、米国や欧州など世

界90カ国で優良精液を販売している。同社はブラジルで、輸入精液の販売のほか、国内有数の

生産性を誇る様々な品種（肉用種および乳用種）の種雄牛を所有して精液を製造・販売しており、

2016年の販売本数は450万本であった。
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　同社によると、乳用牛全体に占めるAI実施率は１割程度であるものの、近年AI用精液の売り上

げが伸びている（コラム２－図）。その背景としては、同国では放牧地が広大で飼養管理が難し

い上、熱帯種の雌牛は夜間に発情しやすい特徴があり労力が増えてしまうため、大農場を中心に

ホルモンであるプロジェステロン（１本当たり９米ドル（1008円）程度）を用いて、雌牛の発

情を同期化して同じ日にまとめて人工授精を行う方法が普及しつつあることが挙げられる。人工

授精の受胎率は、50％に達すれば良い方とされ、2回人工授精しても種がつかない場合は、種雄

牛による自然交配、いわゆるまき牛での種付けに切り替えることが多いという。

　同社は、精液の注文が入ると、顧客の信用調査を行った後、農場に７日以内に到着するように

凍結精液を発送している。発送方法は、専門の輸送業者に委託し、保険を掛けた上でトラック輸

送する場合がほとんどである。

　同社の担当者によると、乳用牛の生乳生産能力の７割は飼料によって決まり、残りの３割は遺

伝によるという。種雄牛の能力は、生まれた子牛の能力より測定している（後代検定）。

コラム２－図　乳用牛向け人工授精用精液販売実績の推移
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資料：ブラジル人工授精協会（ASBIA）
　注：輸入精液を含む。

コラム２－写真１　ジロランドの最優良種雄牛
50×50mの草地で飼養し、補助飼料も給与

コラム２－写真２　凍結精液の保管の様子
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米国農務省海外農業局（USDA ／ FAS）

によると、ブラジルの生乳生産量は世界第６

位で、乳用経産牛頭数が第３位に位置付けら

れる。ブラジル国家食糧供給公社（CONAB）

によると、生乳生産量は2000年代以降、経

済成長に伴う好調な国内消費に裏打ちされる

かたちで順調に伸長したが、2015 ～ 2016

年は、主産地で干ばつが発生したことを受け

て停滞した（表４）。過去10年間の輸出量を

見ると、2008年には108万キロリットルを

記録したものの、近年は国内需要量の増加を

受けてわずかにとどまっており、現時点では

輸入国として位置付けられる。

なお、USDAの公表しているブラジルの生

乳生産量は、連邦検査を受けた乳業施設で処

理された生乳とみられる。CONABによると、

ブラジルの2016年の生乳生産量は、3447

万トンであったが、このうち、北部や北東部、

中西部を中心に自給目的で市場に流通せず、

連邦検査を受けた乳業施設で処理されない生

乳が全体の3割程度あるとされる。

　同社では、選抜された種雄牛について、擬
ぎ

牝
ひん

台ではなく雌牛を用いる横取法で精液を採取し、

１頭当たり１回400～800本分の精液を週平均２～３回採取可能であるとしている。飼養して

いるジロランド種雄牛のうち、最も評価の高い個体の精液は、通常（通常牛1本18レアル（630

円））の2倍程度の同35レアル（1225円）で販売されている。

　同社は、依然として純粋種を好む生産者も多く、また、ジロランドについては歴史がまだまだ

浅いので遺伝的改良余地を残しており、現場での精液のパフォーマンスも安定していないことを

課題としていたが、こうしたことからもジロランドの普及余地はまだまだ大きいと見ていた。

３　生乳需給動向

表４　ブラジルの生乳需給の推移

資料：ブラジル国家食糧供給公社（CONAB）
注１：輸出入量および国内消費量は、生乳換算。
　２：2015～2016年は、推定値。
　３：生乳出荷量は、連邦検査を受けた乳業工場で処理された生乳の量。

生乳生産量 生乳出荷量 輸出量 輸入量 消費量
2007年 26,134 17,889 686 390 25,838
2008年 27,585 19,285 1,088 474 26,971
2009年 29,085 19,597 343 792 29,534
2010年 30,715 20,976 428 786 31,073
2011年 32,096 21,795 126 1,219 33,189
2012年 32,304 22,338 117 1,278 33,465
2013年 34,255 23,553 134 1,071 35,192
2014年 35,174 24,747 450 727 35,451
2015年 34,823 24,050 441 1,094 35,476
2016年 34,474 23,449 353 1,422 35,543
16/07年比 31.9% 31.1% ▲48.5% 264.6% 37.6%

（単位：千キロリットル）　
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（１）月別の生産動向

ブラジル地理統計院（IBGE）が公表する

月別の生乳出荷量の推移を見ると、乾季と雨

季によって季節性があり、乾季で牧草の生育

が悪くなる４～６月ごろは、落ち込む傾向が

ある（図３）。特に、2016年は、エルニー

ニョ現象の影響で深刻な干ばつが発生したこ

とを受けて、顕著な減少を記録した。

ジロランド協会によると、フレッシュチー

ズや飲用乳の需要が年間を通じて堅調な中、

以前は粗放的な放牧飼育がほとんどで乾季と

雨季の生産量の差が大きかったが、現在は舎

飼いや給与飼料に投資する酪農家が増加して

いるので、生乳出荷量のピークと底の差は、

15％程度に抑えられている。ただし、経済

発展が遅れ気味の北部や北東部では、粗放的

な飼養管理が大半で、かつ、干ばつも頻発し

やすいことから、依然として乾季における落

ち込みが顕著となっている。

図３　月別生乳出荷量の推移
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資料：ブラジル地理統計院（IBGE）
　注：連邦検査を受けた乳業工場で処理された生乳の量。

（２）州別の生産動向

IBGEによると、州別の生乳出荷量の推移

は表５のとおりである。最大の生産州は、「宝

石の鉱山」を意味する南東部のミナスジェラ

イス州である。同州は、金鉱石が多く採れた

ため先に開拓が進んだが、耕地向きの平らな

土地が少ないことから、酪農が定着したとさ

れる。また、リオデジャネイロなど需要が見

込める大都市に近いことも酪農の発展を後押

しした。このほか、温帯に位置し、ホルスタ

インやジャージーの飼養が可能な温帯に位置

する南部のリオグランデドスル州やパラナ州

も上位に名を連ねている。なお、最大の生産

市は、パラナ州のカストロ市である。同州は、

補助飼料となるトウモロコシの生産が盛んで

あるが、農業協同組合の活動が伝統的に盛ん

なため、小規模な酪農家が多い。

同国で酪農は、投資の回収には時間がかか

るものの、コンスタントに現金収入を得られ

るため、成長産業となっている。
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（３）生産者乳価の動向

乳価は基本的に、毎月、乳業メーカー主導

で決定されている（図４）。2016年は、乾

季に深刻な干ばつが発生した影響で、各社と

も集乳に苦労し乳価を引き上げざるを得なか

ったが、2017年も前年より１～２割高い水

準で推移している。なお、用途別乳価は存在

しておらず、単一乳価である。

酪農家と乳業メーカーでは、書面での出荷

契約を結ばず、口頭契約に基づいた全量出荷

が原則である。乳価の算定方法については、

各社とも企業秘密であるため公表していない

が、基本的には国内需給を考慮して基本乳価

を設定した上で、①乳質（乳タンパク質、乳

脂肪、細菌数、体細胞数など）②目標出荷量

表５　州別生乳出荷量の推移

資料：IBGE
　注：北部のアマパー州分は、統計が公表されていない。

区分 2012 2013 2014 2015 2016 16/12年比
増減率

合計 22,338 23,553 24,747 24,062 23,169 3.7%
小計 1,203 1,258 1,218 1,061 1,091 ▲9.3%

アクレ州

北部

14 13 12 12 12 ▲19.1%
アマゾナス州 5 5 6 3 3 ▲42.2%
ロライマ州 1 2 2 1 0 ▲62.2%
パラー州 297 320 311 236 252 ▲15.2%
トカンチンス州 117 136 128 109 125 6.8%
ロンドニア州 769 782 760 699 700 ▲9.0%

小計 1,217 1,146 1,317 1,246 1,173 ▲3.6%
マラニョン州

北東部

70 78 84 65 51 ▲26.7%
ピアウイ州 13 16 19 18 16 17.8%
セアラ州 227 222 271 257 223 ▲1.6%
リオグランデドノルテ州 59 47 49 46 52 ▲11.1%
パライバ州 48 41 54 52 45 ▲5.9%
ペルナンブコ州 272 212 228 241 243 ▲10.8%
アラゴアス州 80 75 80 70 52 ▲34.6%
セルジッペ州 117 128 169 165 170 45.6%
バイーア州 331 327 364 332 320 ▲3.4%

小計 8,568 9,502 9,947 9,880 9,478 10.6%
ミナスジェライス州

南東部

5,547 6,171 6,590 6,442 6,106 10.1%
エスピリトサント州 302 303 321 291 254 ▲15.9%
リオデジャネイロ州 387 496 512 540 558 44.2%
サンパウロ州 2,332 2,532 2,525 2,607 2,559 9.7%

小計 8,245 8,396 8,743 8,675 8,432 2.3%
パラナ州

南部
2,589 2,818 2,972 2,838 2,744 6.0%

サンタカタリーナ州 2,104 2,118 2,340 2,348 2,438 15.9%
リオグランデドスル州 3,552 3,460 3,431 3,488 3,250 ▲8.5%

小計 3,105 3,251 3,522 3,199 2,995 ▲3.6%
マットグロッソ州

中西部

584 595 618 548 522 ▲10.7%
ゴイアス州 2,291 2,446 2,685 2,450 2,313 1.0%
マットグロッソドスル州 210 198 206 190 151 ▲28.2%
連邦直轄区 20 12 12 11 9 ▲58.0%

（単位：千キロリットル）　
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③工場からの距離（輸送コスト）④自社の財

務状況、⑤他社の乳価などを総合的に勘案し

て、酪農家ごとに個別に設定されている。近

年は、このほか、国際乳製品相場も考慮する

乳業メーカーが増えてきている。

乳価の設定にあたっては、伝統的に乳業メ

ーカーの立場が強いので、結果的に様々な乳

業メーカー側のコストを酪農家が負わされる

という構造がある。例えば、乳業メーカーは

酪農家に対して、優良の雄牛、搾乳の自動化、

パーラーシステムの導入などを支援すべく低

利融資を行う場合があるが、償還期間中にお

いては、当該乳業メーカーへの全量出荷が課

せられるため、乳価も割安に調整される場合

が多い。また、全国農業連盟（CNA）によ

ると、伝統的に小売（スーパーマーケット）

や乳業メーカーの交渉力が強いことも、酪農

家の増産意欲の妨げとなっている。

こうした中、乳業メーカー各社は、乳質の

優れた生乳に対して、プレミアムを支払って

いる（表６）。①乳脂率②乳タンパク質率③

細菌数（CBT）④体細胞数（CCS）の農家

別数値を定期的に検査した上で、品質が良い

場合は、加算額が支払われる場合が多い。

また、乳業メーカーは、これら４条件の他

に、抗生物質や酸度などを必ず検査し、不適

合であれば受け入れを拒否する。酪農家から

集乳する際は、タンクローリーで回収する前

または後に抗生物質の残留などを検査する。

抗生物質が検出されると、タンクローリー内

の生乳は全て廃棄処分となり、費用は農家負

担となる。集乳後、乳業工場に到着した生乳

は、改めて検査され、品質が要件を満たして

いない場合、基本乳価から減額される。

図４　全国平均生産者乳価の推移
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資料：CEPEA
　注：１レアル＝35円。

表６　某酪農協系乳業メーカーの2017年2月の乳価プレミアム体系

資料：聞き取りを基に、機構作成
注１：ミナスジェライス州の酪農協系乳業メーカーの例。
　２：このメーカーの場合、乳価プレミアムは、１リットル当たり最大0.07レアル。

乳脂率 加算額 細菌数 加算額
3.9％以上 ～ 0.020 ～ ５万未満 0.020
3.8％以上 3.9％未満 0.018 ５万以上 10万未満 0.018
3.7％以上 3.8％未満 0.015 10万以上 15万未満 0.015
3.6％以上 3.7％未満 0.013 15万以上 20万未満 0.013
3.5％以上 3.6％未満 0.010 20万以上 25万未満 0.010
3.4％以上 3.5％未満 0.008 25万以上 30万未満 0.008
3.3％以上 3.4％未満 0.005 30万以上 ～ 0
～ 3.3％未満 0 体細胞数 加算額

乳タンパク質率 加算額 ～ 20万未満 0.015
3.3％以上 ～ 0.015 20万以上 25万未満 0.012
3.2％以上 3.3％未満 0.012 25万以上 30万未満 0.010
3.1％以上 3.2％未満 0.010 30万以上 35万未満 0.008
3.0％以上 3.1％未満 0.005 35万以上 40万未満 0.005
～ 3.0％未満 0 40万以上 ～ 0

（単位：レアル／１リットル）　
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資料：国際農場比較ネットワーク（IFCN）
注１：白色はデータなし。コストは年によって変動。
　２：ECM生乳とは、乳脂率４％および乳タンパク質率3.3％に調整したもの。

４　乳製品の需給動向

（４）生乳生産コスト

国際農場比較ネットワーク（IFCN）によ

ると、2012年のブラジルの生乳生産コスト

は、乳牛の泌乳能力や草地生産性が低いこと

から、アルゼンチンやウルグアイと比べて割

高となっている（図５）。また近年、生産性

は向上しているものの、人件費も毎年改定さ

れて上昇しているため、生産コストの低減は

さほど進んでいないものとみられている。

（１）生産動向

USDA ／ FASが2016年12月に公表した

「Dairy：World Markets and Trade」に

よると、ブラジルの主要乳製品の需給は次の

とおりとなっている（表７）。主要乳製品に

ついては、国内で全て賄えている状況ではな

い。

図５　2012年の各国の生乳生産コスト

表７　主要乳製品の需給と自給率（2016年）

資料：USDA／FAS
注１：製品重量ベース。消費量は、生産量＋輸入量－輸出量。
　２：自給率は、生産量÷消費量。
　３：ホエイは、公表されていない。

（単位：千トン）　　　　　　　　　　　　　　

生産量 輸入量 輸出量 消費量 自給率
全粉乳 545 120 15 650 83.8%
脱脂粉乳 153 35 0 188 81.4%
チーズ 745 45 3 787 94.7%
バター 82 5 0 87 94.3%

ECM生乳100キログラム当たりの
生乳生産コスト（米ドル）

高	
  

低
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乳業メーカーや関係団体の29社が加盟す

る「Viva Lacteos」（乳業協会に相当）に

よると、生乳の用途別仕向け割合は、年によ

って多少変動するものの、近年は、飲用乳、

チーズ、粉乳・その他で、おおむね３分の１

ずつである（図６）。仕向け割合で見ると、

飲用乳では、パスチャライズド牛乳の割合は

一定程度あるものの、大半はロングライフ

（LL）牛乳である。LL牛乳は、超高温滅菌し

て無菌の容器に充填されたもので、常温で４

カ月程度保存可能とされている（表８）。

図６　生乳の用途別仕向け割合

5.4%

26.8%

31.3%

24.4%

12.1%

パスチャライズド牛乳 ロングライフ牛乳 チーズ 粉乳 その他

資料：Viva Lacteos
　注：2012年の調査結果。

表８　ブラジルの牛乳の定義

資料：サンパウロ大学農学部応用経済研究所（CEPEA）

名称 殺菌目安 殺菌率 賞味期限 その他

パスチャライズド牛乳

LTLT方式 65℃
30分 95.0% １週間

・冷蔵保存
・わずかなメーカーが製造
・チーズ原料にも利用

HTST方式 72～ 75℃
15～ 20秒 99.5% １～２週間

・冷蔵保存
・�LTLT方式よりも大量に処理可能で
あるため、一定数のメーカーが製造

ロングライフ牛乳 UHT方式 130～ 150℃
2～ 5秒 99.99% ４カ月 ・常温保存可能

（２）消費動向

IBGEによると、ブラジルの人口構成割合

（2010年）は、欧州系（約48％）、混血（約

43％）、アフリカ系（約8％）、東洋系（約

1.1％）、先住民（約0.4％）となっており、

欧州系の血を引く人の割合が高い。様々な文

化が共存する同国であるが、乳製品消費は、

欧州系に限らず広く定着しており、同国の食

生活には、肉やフェイジョン豆と並んで牛乳・

乳製品も欠かせないものとなっている。

また、CONABによると、2016年の１人

当たり牛乳・乳製品消費量（生乳換算）は、

前年比0.8％減の172.2リットルとなった

（図７）。同消費量は、景気動向にさほど左右

されずに漸増傾向が続いてきたが、深刻な経

済低迷に陥った直近２年間は微減が続いてい

る。なお、アルゼンチンやウルグアイの同消

費量は年間220リットル程度となっており、

ブラジルにはまだ拡大の余地が残されている

との見方が強い。

国土の広いブラジルでは、地域によって牛
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乳・乳製品の消費事情は異なっている。南部

や南東部では、所得水準が比較的高い上、酪

農の産地であることから牛乳やチーズの直接

消費が中心であるが、酪農地帯ではない北部

や北東部では、乳業工場との距離が遠く、輸

送コストが高くなるため、粉乳の消費が多く

なっている。

なお、学校給食での牛乳提供を全国で義務

づけるという議論があるものの賛否両論があ

り、現時点では市単位の判断となっている。

小売店の販売状況を見ると、牛乳は、常温

のLL牛乳が主に陳列されている（表９）。こ

の他、乳糖を除去したラクトースフリーや栄

養素が添加された機能性牛乳や乳飲料も多く

陳列されている中、Ａ型牛乳（５章の（４））

やオーガニック牛乳もわずかではあるものの

見かけられる。

チーズでは国産が圧倒的な売り場面積を誇

り、多様な種類の製品が陳列されている。中

でも、最も売り上げが多いとされるのが、ブ

ラジル特有のミナスチーズ（コラム３）であ

る。このほか、フランス産のカマンベールな

ども一部見受けられる。ハードチーズは、店

内で量り売りされる場合が多く、キログラム

単位で購入する消費者も見かけられる。

なお、ウルグアイの「Leche tarifada」

やアルゼンチンの「Precios Cuidados」の

ように、政府が牛乳小売価格を一定程度管理

することはなく、自由競争の下で、商品の小

売価格が決定されている。

図７　ブラジルの１人当たり牛乳・乳製品消費量の推移
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資料：CONAB
　注：生乳換算。

写真６　チーズなど乳製品の陳列風景
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表９　リオデジャネイロ市内のスーパーにおける牛乳・乳製品などの店頭価格

資料：機構調べ（2017年３月10日時点）
注１：三菱UFJリサーチ&コンサルティングのTTSレートより円換算。
　２：チーズは、製品重量がまちまちであるため、１キログラム当たりに換算。
　３：ミナスチーズは、コラム３を参照。

商品 単位 原産国 現地価格
（レアル） 円換算

ロングライフ牛乳 １リットル 国産 3.99 140
同　低脂肪タイプ １リットル 国産 3.99 140
同　ビタミン強化タイプ １リットル 国産（外資メーカー） 4.59 161
同　ラクトースフリータイプ １リットル 国産 6.99 245
A型牛乳 １リットル 国産 6.59 231
オーガニック牛乳 １リットル 国産 9.49 332
ヤギ牛乳 １リットル 国産 11.90 417
ミナスチーズ １kg 国産 49.90 1,747
モッツァレラチーズ １kg 国産 46.50 1,628
同　ラクトースフリー １kg 国産 69.90 2,447
同　水牛乳使用 １kg 国産 67.92 2,377
リコッタチーズ １kg 国産 19.40 679
同　水牛乳使用 １kg 国産 39.45 1,381
ペコリーノチーズ　270日熟成 １kg 国産 248.00 8,680
パルメザンチーズ １kg 国産（外資メーカー） 84.90 2,972
カマンベールチーズ １kg フランス 199.60 6,986
ビーガンチーズ（植物由来モッツァレラ風）１kg 国産 53.80 1,883
ヨーグルト普通タイプ 100g×４個 国産 6.69 234
同　低脂肪タイプ 90g×４個 国産 6.69 234
同　飲用タイプ 170g 国産 1.89 66
同　無脂肪飲用タイプ 170g 国産 3.49 122
バター　　無塩タイプ 200g 国産 8.29 290
同　　　　加塩タイプ 200g 国産 8.99 315
全粉乳　　ビタミン強化タイプ 400g 国産 13.99 490
同　　　　ビタミン強化タイプ 400g アルゼンチン産 12.90 452
脱脂粉乳　ビタミン強化タイプ 300g 国産 13.99 490
ヤクルト 80ml×６本 国産 9.99 350
Doce de leite（ミルクキャラメル） 395g 国産 7.99 280
ミネラルウォーター（Minervaブランド） 1リットル 国産 3.63 127

コラム３：ブラジルの食卓に欠かせない「パォン・ジ・ケージョ」と「ミナスチーズ」

　ブラジルの乳製品消費スタイルの中で欠かすことができないのは、日本でもおなじみのPao 

de queijo（パォン・ジ・ケージョ）である。これは、もちもちとしたチーズパンで、同国にお

ける最も一般的な食品の一つである。主な原料は、牛乳、チーズ（ハードまたはフレッシュ）、キャッ

サバ粉、卵であり、作る人によって食感や味付けにアレンジが加えられている。

　また、同様に食卓に並ぶ機会の多いチーズは、ソフト系のミナスチーズ（別名：Frescalチーズ）

で、１キログラム当たり生乳5～7リットルが用いられる。ミナスチーズは、ブラジルで最も消

費されるチーズとして、主産地ミナスジェライス州をはじめ広く製造・消費されている。みずみ

ずしさが特徴的で、そのまま食べられることが多く、食感はカッテージチーズに似ている。日本

では、群馬県の大泉町に製造している会社がある。
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コラム３－写真　パォン・ジ・ケージョ（写真左）とミナスチーズ（写真右）

（３）輸出入動向

ア　輸入動向

2000年代中ごろには、全粉乳など一部の

乳製品で輸出量が輸入量を上回った時期もあ

ったが、近年は、旺盛な国内需要に生産が追

いつかず、全脂粉乳やチーズを中心に輸入量

が増えている状況にある（表10）。国別では、

アルゼンチン産やウルグアイ産が大半を占め

る中、チーズやバターは欧州産が一定程度輸

入されている。

表10　主要乳製品の国別輸入量

資料：「Global Trade Atlas」
　注：品目欄の数字は、HSコード。

品目 内訳 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

全粉乳
0402.21
0402.29

小計 19,077 22,962 57,206 37,958 54,828 70,651 54,368 30,275 58,597 126,081

ウルグアイ 3,150 3,700 16,375 10,675 18,350 35,298 22,704 6,544 32,306 86,217

アルゼンチン 15,859 18,260 40,809 24,683 33,677 32,903 27,560 20,259 25,416 34,439

その他（チリ等） 68 1,002 22 2,600 2,801 2,450 4,104 3,472 875 5,425

脱脂粉乳
0402.10

小計 3,633 7,111 10,522 14,144 31,117 33,470 24,251 23,433 34,554 35,405

アルゼンチン 3,139 4,059 4,229 8,236 11,544 7,218 8,153 10,680 14,802 14,106

ウルグアイ 477 800 6,225 4,350 17,630 22,595 15,420 12,753 17,553 13,421

その他（米国等） 17 2,252 68 1,558 1,943 3,657 678 0 2,199 7,878

ホエイ
0404

小計 29,441 38,374 28,608 30,149 25,017 26,757 21,013 28,003 16,950 28,395

アルゼンチン 12,695 17,025 17,184 18,449 18,003 17,899 16,024 21,110 13,350 22,472

ニュージーランド 639 693 371 151 118 577 577 1,270 872 2,036

その他（カナダ等） 16,107 20,656 11,053 11,549 6,896 8,281 4,412 5,623 2,728 3,887

バター
0405.10

小計 419 1,119 6,536 1,615 867 4,815 2,439 773 895 4,174

ウルグアイ 30 668 3,711 706 218 2,767 1,155 48 24 2,699

アルゼンチン 307 352 2,721 745 426 1,665 818 371 377 762

その他（フランス等） 82 99 104 164 223 383 466 354 494 713

チーズ
0406

小計 4,058 4,575 16,022 21,890 38,783 27,460 31,249 20,658 21,549 43,074

アルゼンチン 1,105 1,321 7,393 12,702 29,677 19,642 19,725 9,839 10,778 21,735

ウルグアイ 1,427 1,527 6,904 6,394 6,188 4,580 7,596 7,381 7,851 18,642

その他（オランダ等） 1,526 1,727 1,725 2,794 2,918 3,238 3,928 3,438 2,920 2,697

合計 56,628 74,141 118,894 105,756 150,612 163,153 133,320 103,142 132,545 237,129

（単位：トン）
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イ　輸出動向

輸出は近年、全粉乳が大半を占めており、

そのほとんどがベネズエラ向けである（表

11）。これは、ベネズエラ経済が混乱してお

り、日用品、特に乳製品が足りない状況が続

いている中、南米南部共同市場（メルコスー

ル）加盟国間の取引としてベネズエラが石油

を輸出する代わりに乳製品などの製品を仕入

れるといった物々交換に近い実態があるとさ

れる。

チーズについては、メルコスール加盟国の

ほか、ロシアやメルコスール加盟国以外の近

隣諸国へも年間数百トン程度ずつ輸出してい

る。しかしながら、総量はそれほど多くなく、

近年はやや減少傾向で推移している。

ブラジルの乳業業界は、成長産業であり、

業界内の競争も熾烈である。業界内では、部

門売却がまとまりやすいとの話が聞かれるほ

か、外国資本による買収が画策されることも

ある。このため、ブラジル生乳生産者協会

（Leite Brasil）が公表している乳業メーカ

ー別生乳集乳量ランキングも、毎年変動する。

2015年の１～２位は大手外国資本で、国内

資本で最も集乳量が多いのは、酪農協系の乳

業メーカーのitambeである（表12）。乳業

メーカーが酪農場を有し生乳を生産している

ケースは少なく、大規模メーカーではほとん

ど見られない。

今回の現地調査では、国内資本を中心に、

表11　主要乳製品の国別輸出量

資料：「Global Trade Atlas」
　注：品目欄の数字は、HSコード。

品目 内訳 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

全粉乳

小計 41,585 82,892 12,923 5,078 1,217 153 2,842 39,197 41,350 14,467

ベネズエラ 10,457 59,777 8,210 1,574 0 0 2,672 29,157 41,185 14,291

ボリビア 0 1 4 7 93 81 90 110 115 90

その他（アルジェリア等） 31,128 23,114 4,709 3,497 1,124 72 80 9,930 50 86

脱脂粉乳

小計 4,360 421 1,003 23 0 0 0 2 403 2

アルジェリア 1,625 0 1,000 0 0 0 0 0 0 0

その他（ベネズエラ等） 2,735 421 3 23 0 0 0 2 403 2

ホエイ

小計 9 8 1 6 31 100 65 92 79 48

ハイチ 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25

その他（ボリビア等） 9 8 1 6 31 100 65 92 54 23

バター

小計 3,365 3,838 1,963 4,504 1,125 614 371 4,524 926 80

ロシア 0 0 0 0 0 0 0 838 182 54

ボリビア 0 0 0 2 22 18 17 22 15 18

その他（エジプト等） 3,365 3,838 1,963 4,502 1,103 596 354 3,664 729 8

チーズ

小計 7,584 6,925 5,798 4,274 3,159 2,553 2,810 2,591 2,522 2,979

チリ 1,219 1,155 923 734 741 964 1,156 1,045 986 844

ロシア 0 0 0 0 0 0 0 0 248 759

その他（アルゼンチン等） 6,365 5,770 4,875 3,540 2,418 1,589 1,654 1,546 1,288 1,376

合計 56,903 94,084 21,688 13,885 5,532 3,420 6,088 46,406 45,280 17,576

（単位：トン）

５　乳業メーカーの構図
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表13のとおり乳業メーカー４社を訪問した ので、以下の通り報告する。

表12　ブラジルの企業別生乳集乳量ランキング

資料：Leite Brasil
注１：VIGORは、実質的に食肉最大手のJBSが所有し、欧州最大手のArla Foodsとジョイントベンチャーを設立している。
　２：DPA BrasilはフォンテラとNESTLEのジョイントベンチャーであり、統計上は2014年までNESTLEに含まれていた。

メーカー名 形態

生乳集乳量 集乳酪農家戸数

2014年 2015年 2014年 2015年前年比
増減率

前年比
増減率

1 NESTLE 商系（外資） 2,000 1,768 ▲11.6% 5,100 5,050 ▲1.0%

2 Lactalis do Brasil ／ ELEBAT 商系（外資） 1,425 1,592 11.8% 13,277 13,381 0.8%

3 CCPR／ itambe 酪農協系・商系 1,222 1,168 ▲4.4% 6,614 5,716 ▲13.6%

4 Laticinios Bela Vista ／ Piracanjuba 商系 1,032 1,058 2.5% 5,589 6,619 18.4%

5 COOPs.FRISIA, Castrolanda e Capal 酪農協系 766 871 13.7% 1,819 1,988 9.3%

6 Embare 商系 564 590 4.6% 1,730 1,834 6.0%

7 Aurora 酪農協系 519 481 ▲7.3% 8,240 6,604 ▲19.9%

8 VIGOR（注１） 商系 270 410 51.8% 1,655 1,788 8.0%

9 DANONE 商系（外資） 458 402 ▲12.3% 516 450 ▲12.8%

10 JUSSARA 商系 348 367 5.5% 3,503 3,608 3.0%

11 CCGL 酪農協系 327 332 1.8% 5,111 3,877 ▲24.1%

12 CENTROLEITE 酪農協系 261 258 ▲1.2% 3,702 3,893 5.2%

13 DPA Brasil（注２） ジョイントベンチャー - 254 全増 - 95 全増

14 FRIMESA 酪農協系 259 238 ▲8.2% 4,785 3,979 ▲16.8%

15 CONFEPAR 酪農協系 419 213 ▲49.3% 5,914 2,607 ▲55.9%

上位15社の合計 9,869 10,001 1.3% 67,555 61,489 ▲9.0%

（単位：千キロリットル、戸）　

表13　訪問した乳業メーカー４社の概要

資料：聞き取りを基に機構作成
　注：一定の要件を満たした生乳から製造されるパスチャライズド牛乳。

会社名 itambe Embare CALU agronelli

企業形態 酪農協系・商系 商系 酪農協系 独立系
工場数 ５ １ １ １

集乳酪農家戸数 4,600 1,800 500 自社農場のみ

主力製品
粉乳
LL牛乳
バター

粉乳
LL牛乳
ミルクキャラメル

LL牛乳
各種チーズ
バター

Ａ型牛乳
ミナスチーズ

ブランド名 「itambe」 「Embare」
「Camponesa」 「Calu」 「Porto Real」

備考
Uberlandia工場を含
む５工場を所有して
いる

キャラメルメーカー
としては内最大。

地域に根付いた伝統
的な乳業メーカー

Ａ型牛乳（注）の他、
植林したユーカリで
家具を生産

（１）集乳量第３位で国内資本最大手の
itambe

　酪農協系の乳業メーカーとして1960年

に設立され、国内５カ所に工場を有している。

現在は、中央酪農組合のCCPRと商系の

VIGOR が株式を半分ずつ保有している。

CCPR はミナスジェライス州西部の中央酪
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農組合で、傘下の組合32カ所の集荷や資材

販売などを主に行っている。itambeの出資

割合は、元は100％ CCPR であったが、後

にVIGOR に50％を売却している。

訪問したウベルランジア工場は、ミナスジ

ェライス州の中規模都市ウベルランジア市に

所在する。同工場は、輸出拡大を見越して

2005年に建設され、主要製造品目は粉乳と

LL牛乳である（図８）。

2017年１月時点では、酪農家4600戸か

ら１日当たりの平均生乳集乳量が592リッ

トルに達していた。itambeのマネージャー

が酪農家に赴いて関係を密に保っており、生

産性と品質向上を図る活動や契約の透明化も

進めている。

また、酪農家がコスト削減出来るように、

スケールメリットを発揮すべく飼料原料をま

とめて購入し、買値でそのまま卸している。

この調達量は近年増加しており、中でもオレ

ン ジ か す は、2014年 の5700ト ン か ら、 

2016年は２万4000トンに増加している。

このほか、知識や情報を酪農家に伝える部

門では、itambe という情報誌を毎月6000 

部発行しているほか、多様なソーシャルネッ

トワークを用いて、酪農家や消費者へ情報を

随時発信している。

現状は、国内向けの方が収益性が高いため、

近年の輸出実績は、粉乳を南米諸国やアフリ

カ向けにわずかに輸出しているのみである。

図８　itambeの生乳受け入れから粉乳製造までの大まかな工程

①酪農家から集乳し、８℃以下に保冷した生乳を工場へ搬入（タンクローリー：0.9～3.6万リットル）
②全てのタンクローリーは、重量測定後、ラボで科学的な乳質検査を実施
③クラリファイヤーで、遠心力によりゴミなどを取り除いた後、貯蔵タンクへ送乳

⑤均質化した生乳から水分を取り除くため、エバポレーターで乳固形率47～49％になるまで濃縮
⑥乾燥ステージは、以下の３工程。完了後、缶や袋に詰めて出荷。
（１）170～190℃の熱風で、水分量６％程度まで落とす。
（２）65～85℃の温風で、水分量４～５％程度まで落とす。
（３）60℃、55℃、50℃の順に乾燥・冷却を進め、最終的に水分量を2.8～3.0％にしている。

④ホモジナイザーで、乳脂肪や乳タンパク質の粒子を細かくする（ビタミン添加を行う場合も）

６階建て（約20メートル）の 
乾燥チャンバーの建屋

店頭に並ぶ粉乳（300グラム缶）

（２）集乳量第６位のEmbare

1935年にサンパウロ州に誕生したキャラ

メルメーカーの流れを汲み、現在はミナスジ

ェライス州に１工場（Lagoa da Plata工場）

を有する。同工場は、単一工場として国内最

大級（１日当たり最大230万キロリットル）

の受け入れ能力を持つ。３交代制で24時間

稼動しており、集乳車も随時受け入れている。 

Camponesa と い う 乳 製 品 ブ ラ ン ド と
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Embareというキャラメルブランドの２本柱

を擁しているが、売り上げの６割は粉乳由来

となっている。

健康志向の高まりで砂糖の消費量が減り続

けている中、キャラメル需要も将来的に減っ

ていく可能性が高いので、今後は機能性や付

加価値を高めた乳製品に力を入れていく方針

である。同国の乳製品市場が近年停滞する中

にあっても成長を続けており、今後経済が上

向いて消費増が見込めれば、新工場を建設し

たいとしている。

輸出志向が高く、日本を含む各国にキャラ

メルなどを輸出している。現在の設備の処理

能力からすると短期的には増産が難しく、今

後は市況を考慮しながらプロダクトミックス

の最適化を進める方針としており、チーズと

クリームチーズの生産を開始するほか、需要

増加が見込まれるミルククリームの増産も図

る計画である。

また、同社は雌牛育成・預託牧場を有する

など、酪農家との距離が近いことが特徴であ

る。品種改良とキャトル・ブリーディング・

ステーション（繁殖預託牧場）の役割を担う

牧場を有し、自ら育成した雌牛は、主催する

セリにより、平均6000レアル（21万円）

で売却している。また、預託牧場としては、

酪農家から若齢雌牛を受け入れ、300キロ

グラム程度まで育成し、受精卵移植（ET）

により妊娠させた後、酪農家に返却するサー

ビスを行っている。ET用の受精卵は、ジロ

ランドの優良牛から採取しており、2016年

には同牧場で2100頭に対してETを実施し

た。このほか、草地改良や経営マネージメン

ト教育も実施しており、酪農家の生産性と収

益性の改善を後押ししている。

（３）ウベルランジア農業協同組合
（CALU）

ミナスジェライス州の中規模都市ウベルラ

ンジアに拠点を構える地域の酪農協系乳業メ

ーカーである。54年の歴史があり、多様な

チーズなどを生産しているが、その製品は域

内で人気を博している。現在の組合長は酪農

家のCenyldes Vieira氏が就いている。

生乳処理量は３～４年前に１日当たり15

万リットルに達していたが、現在は同７万リ

ットルにまで落ち込んでいる。これは、過剰

投資に伴う原資不足で財政状況が良くない

上、不況下で銀行の融資条件が厳しくなり高

い乳代を支払えないため、酪農家が出荷先を

他社へ切り替える事態が生じていることによ

る。

写真７　�「Camponesa」ブランドのラクトー
スフリー牛乳とビタミン強化牛乳 
LL牛乳なので、賞味期限が長い

写真８　�Embareのキャトル・ブリーディング・
ステーション
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現在新工場を建設中であるが、資金不足に

より工事が中断している。完成には、あと

300万米ドル（３億3600万円）程度の資金

が必要なため、パートナーを国内外から募っ

ている。

（４）Ａ型牛乳を製造するagronelli

ミナスジェライス州ウベラバ市に立地し、

隣接して酪農場を有する。この農場では、乳

用牛をフリーストールで飼養し、集約的な管

理で生産性を高めている。生産された生乳の

多くは、外気に一度も触れずに搾乳場と隣接

する生乳処理場に運ばれてホモジナイズされ

た後、72度15秒の殺菌を行い、「Ａ型牛乳」

（パスチャライズド牛乳）として出荷されて

いる。生乳の一部は、ミナスチーズの製造に

も仕向けられる。

Ａ 型 牛 乳 の 製 造 に 用 い ら れ る 生 乳 は、

MAPAの規則に基づき、細菌数１万以下、

体細胞数20万以下の条件を満たす必要があ

る。また、Ａ型牛乳を製造する工場は、搾乳

施設から瓶詰め施設までの距離が４メートル

以内かつ、敷地内は舗装されていなければな

らないなどの厳しい要件があるため、全国に

12カ所しか存在しないとのことである。

同社のＡ型牛乳は、ポリエチレン製の容器

に入れられ、注ぎ口も密閉されることから、

賞味期限が日本の低温殺菌牛乳より長い２週

間となっている。しかし、LL牛乳よりは賞

味期限がかなり短いことから、半径400キ

ロメートル程度の範囲しか流通せず、サンパ

ウロやリオデジャネイロといった大都市の店

頭にはあまり並んでいない。小売価格は、品

質を踏まえて、通常のLL牛乳の３割増し前

後で取引されている。

写真９　CALUの工場概観

写真10　�agronelliのＡ型牛乳ブランド 
「Porto Real」

６　政府の酪農政策と今後の見通し、課題

（１）酪農政策の概要

MAPAは、2011年12月29日、生乳生産

に関する品質の向上と近代化を目指した全国

生乳品質向上計画（PNQL）のもと、大臣官

房訓令62号（IN62）を制定した。これは、

2002年９月に制定された同51号（IN51）

を改定したもので、酪農家に対する近代的な

機材と周辺機器（パーラーやバルククーラー）

の整備や、搾乳、集乳と輸送に関する技術条

件について、より高い目標が定められている

（表14、15）。
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MAPAは、IN62の適切な実施・定着を図

るべく、農業融資の金利補助を通じて酪農の

生産性と品質の向上を支援する計画であっ

た。しかしながら、現地関係者によると、表

14の行動規範は順次対応が進んだ一方、表

15の上限基準の達成はあまりなされていな

い。これには、高温多湿の気候や、飼養管理

技術が底上げされていないためとされてお

り、上限基準の数値はハードルが高いとされ

る。

ジロランド協会によると、IN62では、生

乳成分の目標数値が設定されており、乳業メ

ーカーも品質に基づいて乳価のプレミアムを

設定しているものの、酪農家にとっては求め

られる要求が高い割に、インセンティブが小

さくあまり魅力的ではない。このようなこと

から、乳業メーカーと酪農家は乳代の水準を

めぐって対立関係になりやすく、出荷先の変

更も頻繁に起きている。

なお、政府は、乳製品の消費拡大や輸出振

興について、市場経済の原理に任せ、特段の

措置を講じていない。政府が講じている補助

は、酪農に限らず他の農畜産品も対象とした

農業融資用の予算の確保のみである。この予

算は、国営のブラジル銀行や社会経済開発銀

行（BNDES）が提供する農業融資において、

農業者が借り入れる際の利子を一部助成する

ための原資となっている。具体的には、訪問

時の3月時点で、市中金利が12％台で推移

する中、クレジットルーラル（農業信用）は

８～９％で提供されており、市中金利との差

（３～４％程度）を国庫が負担している。酪

農家は、この低利融資を用いて、家畜や機材

の導入、草地更新などを行うが、現在の高金

利や不況に伴う審査厳格化が借入れのネック

となっている。

（２）今後の見通しと課題

MAPAは毎年７月ごろ、農畜産物の今後

10年の長期需給見通しを発表している。

2016年の発表によると、国内消費量が引き

続き漸増傾向で推移し、輸出余力は限定的と

みられている（表16）。これについて、現地

関係者からは現実的な数値との声も聞かれ

た。

表14　IN62で定めた主な行動規範

資料：MAPA

対象 内容

酪農家
バルククーラーの設置の義務化および生乳貯蔵温度（７℃以下）を設定
集乳前に酪農場での抗生物質の残留検査を義務化

輸送 タンクローリーの保冷温度（10℃以下）を設定
体細胞数と細菌数の統一的な上限基準を設定（表15）

乳業メーカー 乳業メーカーから酪農家への生乳の品質情報のフィードバックを義務化
酪農家への教育プログラムの継続的実施を義務化

表15　IN62に基づく乳業メーカーの受け入れ上限基準

資料：MAPA
　注：乳業メーカーは、受入上限よりも数値の悪い生乳の受入れを拒むことが出来る。

乳業メーカーの受け入れ上限
～ 2012/12/31 ～ 2015/6/30 ～ 2017/6/30 2017/7/1 ～

細菌数（CBT） 75万以下 60万以下 30万以下 10万以下
体細胞数（CCS） 75万以下 60万以下 50万以下 40万以下

（１ミリリットル当たり）　　　　　
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増産速度をより早めるには、酪農業界が抱

える多くの課題の解決が必要とされる。現地

調査で見えてきた主な課題を整理すると、表

17のとおりとなる。課題は多岐にわたるが、

問題意識は業界内で共有され議論が始まって

いることから、今後の改善アプローチがカギ

を握るのは言うまでもない。課題の一つであ

る酪農家の乳価交渉の弱さを裏付けるデータ

として、IFCNは、2015年のブラジルの牛

乳小売価格に占める酪農家の取り分（乳価相

当分）は28.7％にとどまっており、日本

（45.2％）や米国（40.3％）と比べて低く、

乳業メーカーや小売店などの取り分が多いと

している。

表16　生乳需給の長期見通し

資料：MAPA
注１：年度は７月～翌６月。
　２：生乳換算。輸入量は掲載なし。
　３：生乳生産量は、生乳出荷量のほか、自家消費などを含む。
　４：各年予測値の中間値を使用。

生乳生産量 国内消費量 輸出量
2015/16 34,175 34,828 439
2016/17 35,051 35,406 459
2017/18 35,927 36,209 480
2018/19 36,802 37,054 500
2019/20 37,678 37,907 520
2020/21 38,554 38,762 541
2021/22 39,430 39,617 561
2022/23 40,305 40,472 582
2023/24 41,181 41,327 602
2024/25 42,057 42,182 622
2025/26 42,933 43,038 643
16/17比 25.6% 23.6% 46.3%

（千キロリットル）　　　　　　　　　　　　　　　

表17　主な課題とポジティブな要素

資料：聞き取りを基に機構作成

課題
ジロランドの歴史が浅く、遺伝的改良余地を残す
草地の改良が進んでおらず、単位面積当たりの生産性が低い（コスト高）
いまだ粗放的な飼養管理が中心で、乳用牛の能力が発揮出来ていない
血統登録を通じた後代検定のさらなる普及・定着が必要
生乳の品質向上に時間を要している
金利が高く、資金力のない酪農家で投資が進まない
技術の普及が進まず、酪農家間の技術格差が大きい
酪農家の乳価交渉力が弱く、増産意欲につながらない
乳価算定方法の透明化が十分でない

ポジティブな要素
酪農は成長産業で、高齢化や跡継ぎ問題は特段聞かれず、大規模化が進展している
一部では品種改良や管理技術の改善が進められ、コスト低減が徐々に進展している
コンポストバーンなどの高泌乳型飼養管理が徐々に拡大している
記録的な穀物・油糧種子の豊作を受け、濃厚飼料の供給力が豊富である
政府が農業融資における利子助成の予算を豊富に確保している



畜 産 の 情 報 　 2017. 7 125

ブラジルの牛乳・乳製品の需給の現状を鑑

みると、旺盛な国内需要に対して、酪農現場

は効率の低い経営が大方を占めていることか

ら、当面は輸入国としての立場が続く可能性

が高い。しかも、人口（2015年時点：２億

784万人）は、2050年に２億4000万人に

達するまで漸増傾向が続くとみられる上、主

要輸出先であるベネズエラの経済が低迷して

いることから、現在のところブラジルの乳業

メーカーは、収益性が良好で市場拡大が見込

める国内向けを重視しており、輸出志向は限

定的とみられる。

ブラジルが他の農畜産品同様に乳製品の国

際市場でシェアを獲得していこうとするなら

ば、官民連携で様々な課題を解決し、酪農家

の増産意欲を後押しすることが必要となる

が、現地では、すでに酪農現場を中心に生産

管理の改善に向けた議論がなされており、生

産性および品質の向上に向けた努力が始まっ

ていることが印象的であった。また、政府は

現在、外国人および外国資本の農地取得の上

限緩和に関する議論を本格化させており、こ

れが実現すれば、酪農に限らず農畜産物の成

長を後押しする可能性がある。

酪農産業の特性と同国の気候を考えると、

ブラジル酪農・乳業の今後の伸びについては、

技術的な課題が多く予測は難しいが、他の農

畜産コモディティで見せたように予想を上回

って成長する可能性も捨てきれない。現在の

主要乳製品輸出国の生産が天候に左右され、

伸び代も限られる中、広大な国土と発展途上

の技術ゆえに潜在的な成長を感じさせるブラ

ジルの酪農・乳業は、長期的には成長が確実

視されている。今後、同国の動向は、国際乳

製品需給の変動要因として注目を集めること

になるだろう。

７　まとめ
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コラム４：ブラジルの経済の現状と見通し

　ブラジル地理統計院（IBGE）は2017年３月７日、2016年の実質GDP成長率をマイナス3.6％

と発表した。同国経済は2014年以降、汚職による政治不信などの問題が表面化するなどして急

激に失速しており、2015～16年は2年連続のマイナス成長となった。対内直接投資も前年比

6.6％減の536億7300万米ドル（６兆113億7600万円）となり、現在は税収不足に苦慮している。

　2016年のマイナス成長には複合的な要因が挙げられるが、農業関連では、深刻な干ばつが発

生し、トウモロコシなどが大幅な減産を記録した影響が大きい。これにより、畜産業などにも影

響が連鎖した結果、同国経済の牽引役であった農畜産業はマイナス成長を記録することとなった。

　しかしながら、民間金融機関の予測を取りまとめた中央銀行の直近の週次レポート「フォーカ

ス」では、2017年の実質GDP成長率をプラス0.4～0.5％と見込んでおり、わずかではあるも

のの、プラス成長に転じると予測している。また、消費活動に悪影響をもたらしてきた高い政策

金利（Selic）は、2016年９月時点の14.25％から段階的に引き下げられている（2017年４月

12日時点では11.25％）。市場アナリストからは、2017年末までに８％台まで引き下げられる

との予想も聞かれ、これにより市中金利の低下も図られ消費活性化につながるとみられている。

　しかしながら、ようやく不況期からの脱出が目されていた矢先の2017年３月17日に食肉不

正問題（注）が発生した。これにより、重要な外貨獲得手段である食肉輸出の一部に影響が生じた。

問題発覚直後、ブライロ・マッジ農牧食糧供給大臣は、前年の食肉総輸出額の7.7％に相当する

年間15億米ドル（1680億円）程度の損失が出る可能性を示唆したが、政府が問題が確認された

工場の操業停止や閉鎖などを行い、食肉検査プロセスの正常化および騒動の沈静化、国内外の信

頼回復に奔走した結果、損失額は当初の見通しよりも少なくなるものとみられている。

（注）　同国の食肉加工業者が検査官に賄賂を渡し、衛生基準に満たない肉を国内外に出荷していた問題。

コラム４－図　ブラジルの主要経済指標の推移
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資料：IMF 「World Economic Outlook Database, April 2017」 
注１：2016年以降は、推定値。IMFの数値は、IBGEの数値とわずかに異なる。
　２：2003年は、ルーラ新大統領（当時）の政策懸念からレアルが売られ、インフレが加速した。

　６月号「ミャンマーの酪農、牛乳・乳製品をめぐる現状と課題」の記事（P.78）で、（68平方
キロメートル）とあるのは（68万平方キロメートル）の誤りでした。


